
 

 

  

  

               

 
 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

国語 

相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する問題は比較的できていますが（２二）、資料や機器を用いて、自分の考えがわかりやすく伝わるよう

に表現を工夫する問題に課題があります。（２四） 

 

【学習指導要領の内容の平均正答率（％）】 

【国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）】 

 

【国語 正答率（％）【設問ごと】（横軸：設問、縦軸：正答率）】 

 



 

 

 

  

 

               

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 

中学校 

国語 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

国語 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】２８．２％ （豊中市） 

     ２７．８％ （大阪府） 

     ３１．0％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができるかど

うかをみる 

【問題番号】１四 

 

― ここがポイント － 

 
  自分の考えが伝わる文章にするためには、

意見とそれを支える根拠を明確にして書くこ

とが重要です。根拠を明確にするためには、

まず、自分の考えが確かな事実や事柄に基づ

いたものであるかを確かめることが必要で

す。その際に、接続する語句や指示する語句

を用いるなどして、伝えたい事柄とその根拠

とを適切に結び付けたり、事実や事柄を具体

的に示したりして書くよう指導することが大

切です。 

【正答の条件】 

次の条件を満たして解答している。 

① 【工夫】のいずれか一方と、【感想の一部】のいず

れか一つを選んで、選んだ記号を塗り潰している。 

② 選んだ【工夫】に結び付く【感想の一部】を選ん

でいる。 

③ 選んだ【工夫】の内容と【感想の一部】の内容を

適切に取り上げて書いている。 

④ 接続する語句や指示する語句を用いて、選んだ

【工夫】と【感想の一部】とを適切に関係付けて書

いている。 

【正答例】 
・Ａ、ア 昨年の来場者から、どうやって作品をつくったのか知りたくなったという感想をもらいました。そこ

で、今年は中学生が作品について説明します。気になる作品があったら、ぜひ中学生に質問してくだ

さい。 

・Ａ、イ 昨年、「思いのこもった作品が多いように感じました。」という感想をもらったので、今年は、作品

にどんな思いをこめたのか、中学生が説明することにしました。心にひびく作品があったら、声をか

けてくださいね。 

・Ｂ、ア 今年は、ペン立てづくりの体験コーナーを設けています。昨年の来場者から、美術の授業が楽しみだ

という感想があったので、美術の時間に学習することを体験できる企画を考えました。興味がある人

は、ぜひ参加してください。 

・Ｂ、ウ 今年は、ペン立てづくりの体験コーナーを設けています。これは、昨年の参加者から、つくってみた

いという感想をもらったからです。みなさんの参加をお待ちしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

国語 
豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】２０．９％ （豊中市） 

     １９．５％ （大阪府） 

     ２３．２％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる 

【問題番号】２四 

４三 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 
  資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を

工夫する際には、伝えたい内容が適切に伝わるよう効果的に資料や機器

を活用することが重要です。その際、話の内容を踏まえ、話の要点や根

拠が明らかになっているか、説明が不足していないか、中心となる事柄

が強調されているかなど、自分の考えが聞き手に分かりやすく伝わって

いるかを確認し、資料や機器の使い方について検討することが大切で

す。 

中学校 

国語 
豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】２０．９％ （豊中市） 

     １９．５％ （大阪府） 

     ２３．２％ （全 国） 

【問題番号】２四 

４三 

 

【出題の趣旨】 

資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる 

【正答の条件】 

次の条件を満たして解答している。 

①〔工夫の仕方〕のＡ、Ｂ、Ｃのいずれか一つを選んで、その記号を塗り潰

している。 

②選んだ〔工夫の仕方〕について、どのように工夫するかを具体的に書いて

いる。 

③工夫することで、どのように分かりやすくなるかを書いている。 

④③について、       の内容を適切に取り上げて書いている。 
【正答例】 

・Ａ スライドの下の余白に、「花を育てる楽しみを地域へ」と書き加える。そうするこ

とで、花を育てる楽しみが地域にも広がることが強調されて伝わりやすくなる。 

・Ｂ 地域の人たちと中学生が、笑顔でマリーゴールドの手入れをしているイラストに変

更すると、「学校と地域が、マリーゴールドでつながった」ときの様子が、視覚的

にもよく伝わると思います。 

・Ｃ 中学生が地域の方に種を手渡しているイラストに修正して、その下に、「花を育て

る楽しみを地域へ」と書き加えると、残った種を活用した活動で花を育てる楽しみ

を広げようとしていることが、より分かりやすくなると思うよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

国語 豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】８０．８％ （豊中市） 

     ７５．６％ （大阪府） 

     ７７．９％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫

することができるかどうかをみる 

【問題番号】２二 

４三 

 

― ここがポイント － 

 
  相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫する際には、うなずきや表情などの聞き手の反応か

ら、話の受け止め方や理解の状況を捉えることが大切です。自分の

考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するには、聞き手の興

味・関心、情報量などを考慮しながら、聞き手に応じた語句を選択

したり、話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、言葉遣いなど

に注意したりするなどして、相手に分かりやすく伝わるように表現

を工夫することが重要です。例えば、問いかけに対して聞き手がど

のように反応するかを予想して、聞き手の反応に応じて話すための

準備をする学習活動が考えられます。その際、聞き手の反応に応じ

て、補足の情報を加えて詳しく説明したり、話の一部を省略したり

するなど、複数の伝え方を想定したメモを作成することなどが考え

られます。その上で、聞き手の反応を見ながら話して、自分が準備

した工夫が有効であったか確かめることも大切です。 

※この調査の結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 


